　　年　　月　　日

　福井県労働委員会

　　会長　　　　　　　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　申出者　住所または所在地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○○市○○○丁目○○－○○
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　労　働　　太　郎　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人にあっては名称および代表者の氏名）

 eq \o\ad(あっせん申出書,　　　　　　　　　　　　　)
次のとおり、個別的労使紛争に係るあっせんを申し出ます。

	 eq \o\ad(使用者,　　　　)
	事業所の所在地
	（〒000－0000）

　○○市○○○丁目１７ー1
	電　　話
	0000
(00)  0000

	
	 eq \o\ad(事業所の名称,　　　　　　　)
	○○株式会社

　　（○○支店）
	代表者の

 eq \o\ad(職氏名,　　　　)
	代表取締役社長

○　○　　○　○

	
	 eq \o\ad(事業の種類,　　　　　　　)
	繊維製品の製造
	従業員数
	　　　　２０名

（男１０名・女１０名）

	 eq \o\ad(労働者,　　　　)
	住　　　　　所
	（〒000－0000）

　○○市○○○丁目○○－○○
	電　　話
	0000
(00) 0000

	
	氏　　　　　名

生　年　月　日
	 　労　働　　太　郎

（昭和○○年　○月　○日生）
	労働組合 eq \o\ad(の有無,　　　　)
	□有　 eq \o\ac(□,レ)無

	
	 eq \o\ad(雇用形態,　　　　　　　)
	 eq \o\ac(□,レ)正社員　　□パート　□派遣社員

□その他（　　　　　　）
	勤続年数
	3年10か月

	あっせんを求める

事　　項
	· 解雇理由がはっきりせず不当であり、解雇を撤回して欲しい。

· 未払いの賃金を支払って欲しい。

	当事者の eq \o\ad(主張の,　　　　)
要　　旨
	（労働者側）

解雇は会社からの一方的な通告であ
	（使用者側）

解雇と言ったことはない。

	
	り、その理由もはっきりしていない。
	本人が会社を辞めるといったので

	
	私としては、解雇に納得していない
	同意しただけである。

	
	ため、同意できず、解雇を撤回して
	本人の自己都合による退職である。

	
	欲しい。
	

	（注）裏面も記入してください



	

	申出に至

るまでの

経過およ

び現況

	4月 1日  上司に呼ばれ、仕事の内容についてもっと積極的に行うよう指

	
	　　　　 示される。一応返事をして帰宅する。

	
	4月 5日  会社の上司より、再度呼出があり、このままでは今後のことは

	
	　　　　 考慮せざるを得ないといわれた。自分としては一生懸命やってい

	
	　　　　 るといったが、聞き流された。

	
	4月10日　会社から、このままでは辞めてもらうことになるといわれたので、

	
	　　　　 それでは辞めますといって帰った。

	
	4月15日　会社に対し辞める気がないことを伝えたが、会社側からは何の

	
	　　　　 返事もなかった。

	
	4月16日　会社から退職願の提出と保険証の返還を求められた。

	
	　　　　 会社に対して話し合いを求めたが、応じてもらえなかった。

	
	4月18日　労働基準監督署に相談に行った。

	
	4月20日　4月16日までの給料の振込みがあった。

	労働契約書の有無
	□有　□無　 eq \o\ac(□,レ)不明
	就業規則の有無
	 eq \o\ac(□,レ)有　□無　□不明

	他の機関への相談・手続等の申出の状況
	　労働基準監督署および弁護士会に相談した。


（記入要領）

１　電話については、希望する連絡先の電話番号を記入してください。

２　「あっせんを求める事項」は、紛争解決のために相手方に対して請求する内容を記載してください。なお、内容によってはあっせんの対象とならない場合があります。

３　「申出に至るまでの経過および現況」は、紛争の原因となった事項が発生した年月日、その後の交渉等の経過および現況について正確に記載してください。

４　「他の機関への相談・手続等の申出の状況」は、裁判や民事調停の手続がなされているか否か、労働局など行政機関等に救済を求めたか否か、労働組合に相談したか否かなど、当該紛争に関する参考事項を記載してください。

５　提出部数は１部です。必要事項が所定の欄に記入できないときは、別の用紙に記入の上、一緒に提出してください。また、関係書類等がある場合も、あわせて提出してください。

